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10月の出来事
●時事
  1日  日本郵便発足　郵政4社体制に
  8日  ノーベル医学生理学賞に山中伸弥京都大教授

●山梨県中央会ニュース
  4日  全国大会特別委員会
13日  第43回中小企業ゴルフコンペ
18日  第16回郡内地域組合交流会
　　　正副会長会議
29日  第3回やまなし中小企業合同就職説明会
11月の予定
13日  青年部県大会
20日  活力ある職場づくり山梨県大会

1面　　 宮崎県で中小企業団体全国大会を開催
4・5面　組合の活動紹介
8面　　 郡内地域の組合が集まり交流会を開催

今月の見どころ

　10
月
25
日（
木
）宮
崎
市
の
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
・
シ
ー
ガ
イ
ヤ
・
リ
ゾ
ー
ト
」
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ン
タ
ー
で
、『
組
合  

絆  

ル
ネ
サ
ン
ス  

〜
日

本
は
一
つ
〜
』を
テ
ー
マ
に
第
64
回
中
小
企
業

団
体
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
中
企

業
団
体
代
表
者
約
2
，5
0
0
名
が
参
加
、本

県
か
ら
も
現
地
合
流
を
含
め
総
勢
30
名
の
組

合
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　大
会
で
は
、岸
本
周
平
経
済
産
業
大
臣
政
務

官
を
は
じ
め
と
し
て
、石
井
一
民
主
党
副
代

表
、江
藤
拓
自
由
民
主
党
農
林
部
会
長
、河
野

俊
嗣
宮
崎
県
知
事
、戸
敷
正
宮
崎
市
長
他
か
ら

来
賓
と
し
て
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
、中
小
企
業
者

が
直
面
す
る
経
営
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め

の
自
ら
の
決
意
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
国
等
に
建
議
・
陳
情
を

行
う
た
め
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、本
年
度

は
、「
地
域
産
業
の
再
生
・
発
展
へ
の
支
援
の

強
化
」
と
し
て
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
総
合

的
経
済
対
策
の
実
施
、資
金
繰
り
対
策
の
継
続

と
中
小
企
業
金
融
機
能
の
強
化
な
ど
を
は
じ

め
と
し
て
8
項
目
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
の
加
速
化
」
と
し
て
2
項
目
、

「
組
合
等
連
携
組
織
対
策
の
強
化
」
と
し
て

2
項
目
の
合
計
12
項
目
が
上
程
さ
れ
た
。

　決
議
案
に
関
連
し
て
、金
子
正
元
群
馬
県
中

央
会
長
か
ら
「
国
内
産
業
を
し
っ
か
り
維
持
・

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
意
見
発
表

が
行
わ
れ
た
。ま
た
会
場
の
参
加
者
の
中
か
ら

「
消
費
税
、海
外
進
出
な
ど
今
の
日
本
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
中
で
、政

府
・
国
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」
と

の
質
問
が
あ
り
、来
賓
と
し
て
出
席
し
て
い
る

民
主
党
岸
本
周
平
政
務
官
と
江
藤
拓
自
由
民

主
党
農
林
部
会
長
が
答
え
る
場
面
も
あ
り
、大

き
な
経
営
課
題
に
直
面
し
て
い
る
中
小
企
業

の
現
状
に
つ
い
て
の
意
思
表
示
が
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、決
議
案
は
満
場
の
賛
同
を
得
て
採

択
さ
れ
、本
大
会
の
意
義
を
内
外
に
表
明
す
る

た
め
、中
村
鉄
兵
宮
崎
県
中
央
会
青
年
部
会
長

か
ら
「
地
域
社
会
の
絆
を
再
生
し
、持
て
る
力

を
組
織
に
結
集
し
て
、豊
か
な
日
本
が
再
生
さ

れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
」
と
し
た『
大
会
宣

言
』が
採
択
さ
れ
た
。

　続
く
表
彰
式
で
は
、全
国
の
34
の
優
良
組

合
、70
名
の
組
合
功
労
者
、39
名
の
中
央
会
優

秀
専
従
者
が
表
彰
さ
れ
、本
県
か
ら
は
優
良
組

合
と
し
て
山
梨
物
流
事
業
協
同
組
合（
五
味
政

治
理
事
長
）、組
合
功
労
者
と
し
て
協
同
組
合

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
甲
府
の
松
葉
惇
理
事
長

が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、受
賞
の

栄
に
浴
し
た
。

　な
お
、次
回
の
第
65
回
中
小
企
業
団
体
全
国

大
会
は
来
年
10
月
24
日
に
滋
賀
県
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

宮
崎
市
で
第
64
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
開
催

大会会場での本県参加者

表彰を受けた五味政治理事長（左）と松葉惇理事長
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ibukiそれぞれの秋
　今
年
の
秋
は
ど
ん
な
秋
に
な
る
の
だ
ろ
う
？

　秋
と
は
、四
季
の
ひ
と
つ
で
、夏
と
冬
の
間
の
季
節
。

太
陽
暦
で
は
、九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
。陰
暦
で
は
、

七
月
か
ら
九
月
ま
で
。天
文
学
上
で
は
秋
分（
九
月
二

十
二
日
）か
ら
冬
至（
十
二
月
二
十
一
日
）ま
で
、だ
と

い
う
。

　と
こ
ろ
で
、今
年
の
日
本
の
夏
は
猛
暑
で
あ
り
、八

月
の
月
平
均
気
温
は
、統
計
開
始
以
降
、三
番
目
に
高

い
値
、九
月
は
最
も
高
い
値
で
あ
っ
た
。ま
た
、十
月

の
長
期
予
報
や
日
本
近
海
の
海
面
水
温
の
高
い
状
態

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、当
分
、平
年
よ
り

暑
い
日
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

　秋
は
、気
候
が
よ
く
過
ご
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、秋

祭
り
や
運
動
会
な
ど
の
行
事
も
多
く
開
か
れ
、た
い

へ
ん
賑
や
か
な
季
節
で
も
あ
る
。「
食
欲
の
」
「
ス
ポ

ー
ツ
の
」
「
読
書
の
」
「
芸
術
の
」
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
言
葉
が
冠
さ
れ
る
。

　山
梨
に
と
っ
て
の
秋
は
、「
収
穫
の
秋
」
、「
観
光

の
秋
」
で
あ
り
、「
ぶ
ど
う
狩
り
」
「
紅
葉
狩
り
」
な

ど
を
求
め
て
、多
く
の
観
光
客
や
収
穫
体
験
を
楽
し

む
お
客
様
が
訪
れ
る
。

　私
に
と
っ
て
の
秋
は
、「
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
収
穫

の
秋
」
で
あ
る
。今
年
の
夏
は
、雨
が
少
な
く
、ワ
イ
ン

用
の
ぶ
ど
う
に
と
っ
て
は
ビ
ッ
グ
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
と

も
い
え
る
年
で
あ
り
、糖
度
が
高
く
、酸
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
い
凝
縮
感
の
あ
る
ぶ
ど
う
を
収
穫
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　さ
て
、ぶ
ど
う
の
収
穫
が
終
わ
る
頃
、待
ち
に
待
っ

た
「
収
穫
祭
」
が
始
ま
る
。十
一
月
三
日
に
は
、山
梨

ヌ
ー
ボ
ー
が
解
禁
さ
れ
、最
高
の
年
の
ヌ
ー
ボ
ー
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
秋
が
訪
れ
る
。

　日
本
は
今
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

「
政
局
の
秋
」
で
混
迷
す
る
の
で
は
な
く
、青
空
の
下
、

美
味
し
い
ワ
イ
ン
を
酌
み
交
わ
し
、日
本
人
の
誇
り
、

明
日
へ
の
希
望
、鋭
気
な
ど
を
取
り
戻
す
、そ
ん
な
秋

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　中小企業庁及び公正取引委員会は、下請取引の適正化について、下請代金支
払遅延等防止法（以下「下請法」という。）の的確な運用と違反行為の未然防止、下
請中小企業振興法（以下「下請振興法」という。）に基づく振興基準の遵守を指導
すること等を通じ、その推進を図ってきています。特に、昭和54年度から、毎年
11月を「下請取引適正化推進月間」とし、下請法の普及・啓発事業を集中的に
行っております。
　欧州政府債務危機を巡る不確実性は高く、世界景気には減速感が広がってい
ますが、こうした海外経済の状況が、金融資本市場を通じた影響も含め、我が国
の景気を下押しするリスクとなっている中で、下請事業者の多くが依然として厳
しい対応を迫られております。このような状況を踏まえ、下請取引の一層の適正
化を推進するため、本年度の「下請取引適正化推進月間」においては以下の5事
業を行います。

1. 平成24年度「下請取引適正化推進月間」キャンペーン標語
    【特選作品】

「下請法　知って守って　企業のモラル」
　今年度は、「下請取引適正化推進月間」を効果的にPRするため、下請取引適正
化推進月間のキャンペーン標語（以下「キャンペーン標語」という。）の一般公募を
行い、応募作品の中から、特選1点、入選9点を決定、特選作品をキャンペーン標
語に決定しました。
　※キャンペーン標語の詳細及び入選作品については、以下を参照下さい。

URL : http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/2012/1001
          Suishin.htm

2. 下請取引の適正化に係る要請
    （公正取引委員会及び事業所管大臣との連携事業）
 年末にかけての金融繁忙期において、下請事業者の資金繰り等が懸念されるこ
とから、下請法及び下請振興法の周知徹底を図るとともに、下請振興法に基づく
振興基準を遵守し、下請事業者に対する配慮等を行うよう、経済産業大臣、公正
取引委員会委員長及び各事業所管大臣等の連名により､業界団体等に対し通達
文書を発出します｡

3. 特別事情聴取等の実施を通じた下請法の厳格な運用
    （中小企業庁独自事業）
 下請法の法令遵守の徹底を促すため、同法に基づく書面調査に対する回答がな
い親事業者や過去に同様の改善指導を2回以上受けている親事業者等の役員等
に対する、特別事情聴取等を11月から実施します。

4. 普及・啓発
⑴下請取引適正化推進シンポジウム・セミナーの開催（中小企業庁独自事業）

コンプライアンス強化と企業間取引の適正化について親事業者の取組に焦
点を当て、東京、大阪で下請取引適正化推進シンポジウムを開催します。
また、親事業者の取引適正化の取組事例を紹介する下請取引適正化セミ
ナーを全国6ヶ所で開催します。
⑵下請取引改善講習会の開催（中小企業庁独自事業）

下請法を中心とした関係法令等の講習を通じて、法令等の理解を深めてい
ただき、下請取引の適正化及びそのための社内体制の整備等の推進を目的と
して開催するものです。
今年度からは、新たに下請代金法について理解を深めたい方、実務経験のあ

る方を対象とした実践コースを11月以降、全国16ヶ所で実施します。
⑶下請取引適正化推進講習会の開催（公正取引委員会との連携事業）
　　47都道府県（61会場）において、親事業者の下請取引担当者等を対象に、下
請法及び下請振興法の趣旨・内容を周知徹底します。
⑷下請ガイドライン説明会の開催（中小企業庁独自事業）
　　「下請適正取引等の推進のためのガイドライン」（下請ガイドライン）の説明
会を開催し、下請法や独占禁止法上問題となる違反事例等や望ましい取引事
例を分かりやすく説明します。

⑸下請かけこみ寺等の普及・啓発（中小企業庁独自事業）
　　下請事業者からの取引に関する相談に応じる「下請かけこみ寺」（全国48ヶ
所に設置）及び新たな取引先の拡大やビジネス・パートナー探しを支援する
「ビジネス・マッチング・ステーション」（BMS）の普及・啓発を行います。
⑹広報誌等を通じた普及・啓発（公正取引委員会との連携事業）
①ホームページ、メールマガジンを通じた広報
②ポスター、たれ幕を公正取引委員会、経済産業省、都道府県、中小企業関係
団体、事業者団体等の施設に掲示
③都道府県や中小企業関係団体、事業者団体等の機関誌を通じた広報

5. 建設業における取引適正化の推進
    （国土交通省との連携事業）
　国土交通省主催の「建設業取引適正化推進月間」事業（本年11月）と連携し、建
設業の取引適正化を図るため、国土交通省が行う建設業法の講習会の周知に協
力するとともに、建設業者からの取引に関する相談に対応する「建設業取引適正
化センター」と「下請かけこみ寺」の連携を推進します。

11月は「下請取引適正化推進月間」です!11月は「下請取引適正化推進月間」です!
～下請法   知って守って   企業のモラル～

中小企業庁事業環境部取引課長  桜町道雄
担当者：木原、島崎、鎌田
▶電話　03-3501-1511（内線5291～7）　　03-3501-1669（直通）
▶ホームページ　http://www.chusho.meti.go.jp

本発表資料のお問い合わせ先
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2012年9月 2012年9月2012年9月

データから見た業界の動き（平成24年9月分）
収益状況
2011年9月

景況感
2011年9月

売上高
2011年9月

減少
38% 不変

54%

増加
8%

減少
36% 不変

60%

増加
4%

減少
40% 不変

58%

増加
2%

減少
52%

不変
40%

増加
8%

減少
46%

不変
54%

増加
0%

減少
50%

不変
46%

増加
4%

　本県の9月の景況は、全業種のDI値が、売上高－
44（前年同月比－14）、収益状況－46（前年同月比
－14）、景況感－46（前年同月比－8）となってお
り、業種別のDI値では製造業で、売上高－50（前年
同月比－10）、収益状況は－45（前年同月比－
10）、景況感は－45（前年同月比－10）。非製造業
で、売上高－40（前年同月比－17）、収益状況－47
（前年同月比－17）、景況感－47（前年同月比－7）
となっている。
　全体の前年同月比では、全項目でDI値が大幅に
悪化している。前月比でみると製造業、非製造業と
もに急激に悪化していることが顕著に表れている。
　今回の調査結果によるDIの悪化は、尖閣諸島国
有化問題を要因とするものであると推測できるが、
調査時点では、それぞれの業界における被害状況が
明らかになっていないため、報告に反映されていな
いものも多く、時間が経過する中で業況の悪化が進
むものと懸念される。
　情報連絡員による県内の9月の業況報告は、製造
業は円高や欧州債務問題に加え中国との尖閣諸島
国有化問題による売上の減少、原材料費の高騰等
への影響や先行きを懸念するコメントが目立って
いる。非製造業では、この夏の猛暑の影響による売
上減や電気料等の値上げによる収益減の報告が目
を引いた。
　今後、尖閣諸島国有化問題等による間接的な被
害も含め中小企業を取り巻く経済環境は、ますます
先行きが不透明な状況にある。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
業
界
で
は
、昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、東
北
地

方
で
の
縫
製
加
工
の
生
産
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、地
震
の
影
響
の

少
な
か
っ
た
地
域
に
生
産
が
シ
フ
ト
し
た
結
果
、県
内
で
も
生
産

量
が
増
え
、業
況
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、当
組
合

の
組
合
員
は
、下
請
や
委
託
製
造
と
い
っ
た
縫
製
加
工
業
者
が
約

9
割
を
占
め
て
お
り
、受
注
量
は
あ
る
が
価
格
決
定
権
が
な
く
厳

し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　ま
た
、当
組
合
で
は
平
成
16
年
か
ら「
外
国
人
研
修
生
共
同
受

入
事
業
」を
実
施
し
、毎
年
中
国
か
ら
の
実
習
生
を
組
合
員
企
業

が
受
け
入
れ
、日
本
の
縫
製
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、福
島
原
発
事
故
の
影
響
や
最
近
の
尖
閣
諸
島
の
領
有

権
問
題
に
よ
る
日
中
関
係
の
悪
化
に
よ
り
、実
習
生
の
ご
両
親
が

日
本
で
生
活
さ
せ
る
こ
と
に
非
常
に
慎
重
に
な
っ
て
い
ま
す
。組

合
と
し
て
は
、今
後
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、日
本
で
の
身
の
安
全

や
安
心
し
て
働
け
る
環
境
等
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、よ
り
良

い
関
係
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　当
組
合
は
縫
製
加
工
業
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
各
組
合
員
企
業
が
縫
製
加
工
業
か
ら
製
造
販
売
ま
で
を
一

貫
し
て
担
え
る
体
制
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、各
企
業
で
製
造
か
ら
価
格
の
設
定
ま
で
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、製
造
販
売
に
お
い
て
は
、大
手
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ

ー
が
製
造
す
る
万
人
向
け
の
商
品
と
は
一
線
を
画
し
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
な
が
ら
消
費
者
の
目
線
に
立
ち
、個
々
の
個
性
を
大
切

に
し
た
商
品
を
提
案
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　そ
の
他
、外
国
人
実
習
生
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
は
、よ
り

良
い
環
境
の
中
で
働
い
て
も
ら

え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、近
年

で
は
中
国
の
人
々
が
日
本
の
文

化
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、仕
事
以
外
で
の
交
流

も
積
極
的
に
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
組
合
の
組
合
員
は
33
年
前

の
設
立
当
初
の
10
分
の
1
と
な

り
、後
継
者
問
題
な
ど
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、組
合
員
の
中
に

も
活
発
に
企
業
経
営
を
行
っ
て

い
る
若
手
経
営
者
が
お
り
、技

術
継
承
を
行
い
な
が
ら
、業
界

の
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気

動
向
の
変
化
、現
状
と
そ
の

背
景
な
ど
に
つ
い
て
、業
界

ま
た
は
組
合
員
全
体
の
動

向
・
予
測（
売
上
高
・
原
材
料

等
経
費
・
資
金
繰
り
な
ど
）

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め

た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／

ギ
フ
ト
関
係
は
横
ば
い
。お

せ
ち
用
食
材
の
動
き
が
鈍

い
た
め
売
上
は
前
年
同
月

比
92
％
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／

前
年
同
月
比
98
・
7
％
。今

後
、原
材
料
の
高
騰
が
収
益

を
圧
迫
す
る
と
懸
念
す
る
。

●
食
料
品（
製
麺
）／
56
年
ぶ

り
の
ア
メ
リ
カ
の
大
干
ば

つ
に
よ
る
原
料
の
値
上
げ

が
懸
念
さ
れ
る
。

●
繊
維
･
同
製
品（
織
物
）／

服
地
関
係
は
急
激
に
業
況

が
悪
化
し
て
い
る
。残
暑
が

続
い
て
い
る
た
め
秋
物
商

品
の
発
注
が
遅
れ
て
い
る
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）／
既

契
約
物
件
の
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
需
要
も
終
息
を
迎
え

出
荷
量
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑴
／
各
業
種
と

も
に
業
況
が
悪
化
し
て
い

る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑵
／
円
高
、欧

州
債
務
問
題
、尖
閣
諸
島
等

の
問
題
で
一
段
と
業
況
が

悪
化
し
て
い
る
。

●
一
般
機
器
⑴
／
海
外
向
け

製
品
の
生
産
が
ス
ト
ッ
プ
。

在
庫
調
整
等
で
売
上
減
少
。

●
一
般
機
器
⑵
／
大
企
業
か

ら
の
仕
事
量
が
減
少
し
て

い
る
。

●
電
気
機
器
／
年
々
業
況
が

悪
化
し
て
い
る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
①
）／
商

品
単
価
は
多
少
上
昇
し
て

い
る
が
、売
上
高
は
落
ち
て

い
る
。ま
た
、卸
関
係
の
業

績
も
良
く
な
い
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
青
果
）／
猛
暑
に
よ

り
野
菜
価
格
が
上
昇
し
た

が
、売
上
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。

●
小
売（
食
肉
）／
生
食
用
食

肉
の
規
制
強
化
に
よ
り
牛

肉
の
消
費
が
落
ち
込
ん
で

い
る
。高
額
、高
利
益
の
牛

肉
商
品
等
の
不
振
と
電
気

料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
利

益
確
保
が
一
段
と
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

●
小
売（
水
産
物
）／
猛
暑
に

よ
り
飲
料
関
係
は
売
上
が

増
加
し
た
が
、鮮
魚
を
始
め

と
す
る
一
般
食
品
の
販
売

量
は
20
％
低
下
し
た
。

●
小
売（
石
油
）／
８
月
か
ら

の
騰
勢
を
続
け
て
き
た
原

油
価
格
が
値
下
げ
と
な
っ

た
が
、石
油
製
品
の
需
要
が

伸
び
ず
８
月
の
値
上
げ
分

を
転
嫁
で
き
ず
に
収
益
が

悪
化
し
た
。

●
商
店
街
⑴
／
猛
暑
の
た
め

９
月
８
日
に
開
催
し
た
地

ビ
ー
ル
祭
り
は
大
盛
況
だ

っ
た
。ま
た
、近
隣
の
百
貨

店
が
賛
助
会
員
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
連
携
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
で

き
相
乗
効
果
に
繋
が
っ
た
。

●
商
店
街
⑵
／
猛
暑
が
続
き

衣
料
品
店
を
中
心
に
売
上

減
。ま
た
、景
気
の
停
滞
や

電
気
料
の
値
上
げ
な
ど
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

●
宿
泊
業
⑴
／
組
合
間
の
価

格
競
争
が
激
し
く
な
っ
て

い
る
。

●
宿
泊
業
⑵
／
旅
行
会
社
に

よ
る
団
体
旅
行
の
落
ち
込

み
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、日
帰
り
の
バ
ス
ツ
ア

ー
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

●
美
容
業
／
猛
暑
に
よ
り
来

客
数
、客
単
価
と
も
10
％
程

度
減
少
し
て
い
る
。

●
建
設
業（
総
合
）／
公
共
工

事
の
発
注
時
期
だ
が
、工
事

発
注
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
業
界
全

体
と
し
て
は
弱
含
み
で
推

移
し
て
い
る
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／

公
共
工
事
発
注
時
期
の
た

め
価
格
競
争
が
激
化
し
て

い
る
。そ
の
た
め
、利
益
確

保
が
難
し
い
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
昨
年

は
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
売
上
が
落
ち
込
ん

だ
が
、今
年
は
昨
年
以
上
に

売
上
が
減
少
し
て
い
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
燃
料

の
値
上
が
り
に
よ
り
収
益

が
減
少
し
て
い
る
。
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川手理事と中国人実習生の皆さん

9月分
平成24年

▶お詫び　中小企業タイムズ10月号の記事の訂正について
　10月号3面「業界の声」（山梨県警備業協同組合）に、誤った記事
が掲載されました。
　今後このような事の無いように万全の体制で記事の校正に努め
ますので、関係各位の皆様、今後とも変わらぬ ご指導のほどよろし
くお願い申し上げます。また、訂正後の記事については、本会ホー
ムページに掲載してございますのでご参照下さい。

URL▶http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介
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無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
福
引
抽
選
会
に
行
列

│
第
20
回
美
容
ま
つ
り
を
開
催
│

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

経
営
研
修
会
を
開
催

│
見
積
も
り
知
識
の
向
上
を
目
指
し
て
│

山梨県自動車車体整備協同組合

山梨県美容業生活衛生同業組合

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
自
動
車
車
体

整
備
協
同
組
合（
市
川

清
理
事
長
）は
、9
月
27

日
に
甲
府
市
「
中
央
会

研
修
室
」
に
お
い
て
見

積
書
作
成
知
識
向
上
を

目
的
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
た
。

　研
修
会
は
、お
客
様

に
対
し
作
業
内
容
の
説

明
は
勿
論
、正
確
な
料

金
提
示
も
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
説
明
責
任

が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、

業
界
屈
指
の
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
㈱

ブ
ロ
ー
ド
リ
ー
フ
を
招
き
「
目
指
せ
！
街
の
頼
れ
る
ク
ル
マ
屋
さ

ん
！
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、自
動
車
板
金
見
積
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
が
紹
介
さ
れ
た
。

　多
く
の
事
業
所
で
は
、見
積
も
り
作
業
を
経
営
者
自
ら
が
手
書

き
で
担
当
す
る
が
、正
確
な
見
積
も
り
を
行
う
た
め
に
は
、部
品
や

車
体
構
造
の
知
識
、最
新
の
部
品
価
格
の
情
報
を
確
認
し
な
が
ら

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、見
積
も
り
に
費
や
さ
れ
た
時
間
を
短
縮

し
現
場
の
作
業
の
効
率
化
に
つ
な
げ
た
い
と
こ
ろ
。逆
に
経
営
者

自
ら
が
板
金
・
修
理
等
の
現
場
の
作
業
に
追
わ
れ
、部
品
知
識
の

乏
し
い
事
務
ス
タ
ッ
フ
が
粗
見
積
も
り
を
作
成
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、顧
客
満
足
度
の
面
が
不
安
視
さ
れ
て
い
た
。提
案
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
は
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
も
の
で
、見
積
も
り
作
業
時

間
の
大
幅
な
短
縮
は
、顧

客
情
報
の
管
理
や
新
た

な
提
案
な
ど
更
な
る
業

務
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。な
お
当
日
の
出
席
者

は
、組
合
員
1
0
0
社
中

60
社
で
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
た
。組
合
で
は
今

後
も
個
々
の
経
営
課
題

の
共
有
に
努
め
、定
例
的

に
研
修
会
を
開
催
し
、組

合
員
企
業
の
経
営
力
向

上
と
組
合
活
動
の
活
性

化
を
目
指
し
て
い
く
。

　山
梨
県
美
容
業
生
活
衛

生
同
業
組
合（
深
澤
仁
理
事

長
）は
、10
月
10
日
、甲
府
市

緑
が
丘
の
山
梨
県
美
容
会

館
・
美
容
専
門
学
校
に
お
い

て
美
容
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

　恒
例
と
な
っ
た
美
容
ま
つ

り
は
、今
年
で
節
目
と
な
る

20
回
を
迎
え
、会
場
は
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　快
晴
と
な
っ
た
当
日
は
、

開
場
を
待
つ
多
く
の
来
場
者

が
見
ま
も
る
中
、屋
外
に
設

置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

組
合
員
や
美
容
専
門
学
校

の
生
徒
な
ど
関
係
者
が
出
席

し
、盛
大
に
開
会
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　開
会
式
で
は
、深
澤
理
事
長
と
山
形
校
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

の
後
、来
賓
か
ら
は
第
20
回
を
迎
え
た
ま
つ
り
に
お
祝
い
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
た
来
賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

　屋
外
会
場
に
は
、生
徒
た
ち
が
、焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

な
ど
、様
々
な
飲
食
を
提
供
す
る
屋
台
村
コ
ー
ナ
ー
と
組
合
員
に

よ
る
産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

た
。ま
た
、美
容
会
館
の
屋
内
で
は
、ネ
イ
ル
ア
ー
ト
や
エ
ス
テ
、シ

ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
専
門
学
校
生
よ
る
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
恒
例

の
福
引
抽
選
会
に
、今
年
も
多
く
の
行
列
が
で
き
た
。

　美
容
ま
つ
り
は
、組

合
員
で
あ
る
美
容
師

が
、い
つ
も
利
用
頂
い

て
い
る
お
客
様
や
お

世
話
に
な
っ
て
い
る

近
隣
地
域
の
皆
さ
ん

を
招
待
し
、感
謝
を

行
う
機
会
で
あ
る
と

と
も
に
、専
門
学
校
生

に
と
っ
て
は
、多
く
の

来
場
者
と
接
し
な
が

ら
、日
頃
学
ん
で
い
る

美
容
技
術
を
実
践
で

き
る
貴
重
な
体
験
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

　山
梨
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合（
宮
崎
洋
理
事
長
）は
、

平
成
24
年
6
月
に
組
合
情
報
発
信
や
、県
内
で
生
産
し
て
い
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
と
組
合
企
業
の
紹
介
・
P
R
の
た
め
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。

　組
合
の
目
的
は
、設
立
当
初
と
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、時
代

と
社
会
環
境
、経
済
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、資
源
の
枯
渇
や
地

球
温
暖
化
な
ど
の
問
題
、社
会
基
盤
整
備
の
長
寿
化
に
向
け
て
の

技
術
革
新
や
シ
ス
テ
ム
開
発
へ
の
参
加
も
必
然
と
な
っ
た
。

　ま
た
、社
会
・
経
済
活
動
の
基
盤
と
し
て
の
土
木
構
造
物
・
建
築

物
へ
の
要
求
も
さ
ら
に
高
い
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　そ
の
中
で
、組
合
も
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
セ
ク
タ
ー
を
担
う
一

員
と
し
て
、そ
の
役
割
の
一
助
に
な
り
た
い
と
考
え
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
た
。

　県
内
で
、組
合
員
企
業
が
製
造
し
て
い
る
各
種
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
に
つ
い
て
は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（U

RL   http://yam
a

nashi-con.or.jp

）の
組
合
企
業
一
覧
か
ら
組
合
員
各
社
へ
リ

ン
ク
、問
い
合
わ
せ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、県
の
事
業
と
し
て
甲
府
駅
南
口
の
再
開
発
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、「
歩
道
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
今

ま
で
に
な
い
「
弱
者
に
優
し
く
住
み
や
す
い
街
作
り
」
と
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
。組
合
で
も
県
と
協
議
し
な
が
ら
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

対
応
の〝
次
世
代
に
向
け
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
開
発
〞を
行

い
、社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、オ
リ
ジ

ナ
ル
製
品
が
開
発
さ
れ
た
と
き
に
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

山梨県コンクリート製品協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　研修の様子

市川理事長の開会挨拶

挨拶をする深澤理事長（開会式）

今年も盛況となった無料体験コーナー（ネイル体験）

組合ホームページ
ＵＲＬ　http://yamanashi-con.or.jp
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I

エ
キ
ュ
ー
ト
立
川
に
初
出
店

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
52
回
水
晶
彫
刻
新
作
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　を
開
催

山梨県絹人繊織物工業組合

山梨県水晶美術彫刻協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
水
晶
美
術
彫
刻

協
同
組
合（
河
野
道
一
理
事

長
）は
、10
月
19
日（
金
）か

ら
28
日（
日
）ま
で
、甲
府
市

「
か
い
て
ら
す
1
階
常
設

展
示
場
」
に
お
い
て
、第
52

回
水
晶
彫
刻
新
作
展
を
開

催
し
た
。

　こ
の
新
作
展
は
、組
合
員

が
製
作
し
た
甲
州
水
晶
貴

石
細
工
や
貴
石
類
の
彫
刻

品
又
は
装
身
具
類
を
、県

内
外
の
美
術
愛
好
家
に
広

く
紹
介
す
る
こ
と
で
、水
晶

彫
刻
の
加
工
技
術
等
の
進
歩
向
上
と
後
継
者
育
成
を
図
り
、水
晶

彫
刻
産
業
の
振
興
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、新
作
展
は
1
部
「
伝
統
的
工
芸
品
」
、2
部
「
装
身
具

類
」
と
し
て
出
品
作
品
を
審
査
し
、優
秀
作
品
21
点
に
、関
東
経

済
産
業
局
長
賞
を
は
じ
め
と
す
る
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
た
。展
示

会
は
、こ
れ
ら
入
賞
作
品
に
加
え
、仏
像
、香
炉
、茶
碗
等
の
置
物

や
、リ
ン
グ
、ブ
ロ
ー
チ
等
の
装
身
具
、約
60
点
が
展
示
さ
れ
、販
売

も
行
わ
れ
た
。

　今
回
の
新
作
展
は
、ベ
テ
ラ
ン
に
加
え
若
手
の
入
賞
者
が
多
く
、

ま
た
、審
査
員
か
ら
も
市
場
性
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
た
。組
合

で
は
、山
梨
の
伝
統
産
業
で
あ
る
水
晶
彫
刻
産
業
の
保
存
と
発
展

の
た
め
の
技
術
向
上
や
後
継
者
育
成
に
積
極
的
に
努
め
て
き
た

結
果
で
あ
る
と
評
価
し
て
お
り
、今
後
も
技
術
の
承
継
や
デ
ザ
イ

ン
の
向
上
の
た
め
、後
継
者
育
成
に
強
力
に
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。　水

晶
と
い
え
ば
山
梨
と
昔
か
ら
い
わ
れ
る
よ
う
に
、山
梨
の
水

晶
彫
刻
の
歴
史
は
古
く
、約
2
0
0
年
前
の
江
戸
時
代
に
京
都
か

ら
水
晶
を
磨
く
方
法
が
伝
え
ら

れ
て
か
ら
、甲
州
研
磨
と
し
て

定
着
し
、江
戸
時
代
末
期
に
は

地
場
産
業
の
基
盤
を
築
い
た
と

さ
れ
て
お
り
、以
来
、技
術
の
改

良
、進
歩
の
中
で
、昭
和
51
年
に

は
、通
商
産
業
大
臣（
現
経
済
産

業
大
臣
）か
ら
「
甲
州
水
晶
貴

石
細
工
」
と
し
て
伝
統
的
工
芸

品
に
も
指
定
さ
れ
、現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　山
梨
県
絹
人
繊
織

物
工
業
組
合（
勝
俣

明
美
理
事
長
）の
組

合
員
10
社
は
、J
R

立
川
駅
に
隣
接
し
た

「
エ
キ
ュ
ー
ト
立

川
」
に
お
い
て
各
社

の
ブ
ラ
ン
ド
を
販
売

す
る
「
ヤ
マ
ナ
シ 

ハ

タ
オ
リ

　ト
ラ
ベ

ル
」
を
9
月
10
日
か

ら
10
月
14
日
ま
で
の

期
間
限
定
で
開
設
し

た
。　コ

ン
セ
プ
ト
は
、

「
富
士
山
の
ふ
も
と

で
育
ま
れ
た
ス
ロ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
数
々
、極
上
の
や
さ
し
い
布

た
ち
を
、織
物
工
場
の
ハ
タ
オ
リ
職
人
た
ち
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
。

上
質
な
シ
ル
ク
・
リ
ネ
ン
な
ど
の
自
然
素
材
の
ス
ト
ー
ル
、生
地
雑

貨
た
ち
と
出
会
う
、エ
キ
ュ
ー
ト
発
・ヤ
マ
ナ
シ
へ
の
旅
。」
で
あ
る
。

　43
㎡
の
催
事
場
に
は
、木
製
の
糸
織
り
機
を
設
置
し
、鮮
や
か

な
絹
の
か
せ
糸
と
一
緒
に
、天
然
素
材
を
活
か
し
た
リ
ネ
ン・
雑
貨

製
品
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ネ
ク
タ
イ
、ス
ト
ー
ル
、ジ
ャ
ガ
ー

ド
織
り
の
製
品
な
ど
を
展
示
し
た
。郡
内
産
地
の
織
物
は
、裏
地
、

洋
傘
地
や
P
B
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
物
が
多
く
、自
社
ブ
ラ
ン

ド
を
展
開
し
て
い
る
企
業
は
限
ら
れ
て
お
り
、県
外
に
常
設
の
売

り
場
を
開
設
し
て
い
る
企
業
は
な
い
。

　今
回
は
、山
梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
演
出
の
協
力
を
得
て

お
り
、工
場
と
地
域
を
紹
介
す
る
マ
ッ
プ
も
作
製
し
た
。来
店
客
に

は
、糸
織
り
機
の
実
演
が
好
評
で
、売
上
面
で
も
採
算
は
と
れ
て
お

り
、今
後
も
他
の
商

業
施
設
に
出
店
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い

る
と
い
う
。

　織
物
業
界
の
中
か

ら
先
進
的
な
企
業
を

業
界
全
体
が
支
援
す

る
今
回
の
取
り
組
み

は
、産
地
の
認
知
度

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

　一
般
社
団
法
人
山
梨
県
鉄
構
溶
接

協
会（
中
出
英
三
会
長
）の
上
部
団

体
で
あ
る
㈳
全
国
鐵
構
工
業
協
会

の
関
東
支
部（
並
川
栄
三
支
部
長
）

が
主
催
す
る
平
成
24
年
度
第
3
回

関
東
支
部
会
が
、去
る
10
月
18
日
甲

府
富
士
屋
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
。関
東
支
部
会
は
、毎
年
数
回
東

京
の
鉄
構
会
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、そ
の
内
1
回
は
関
東
支
部
1
都

9
県
の
持
ち
回
り
開
催
と
な
っ
て
お

り
、本
年
度
は
37
名
が
参
加
し
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
た
。

　会
議
は
、全
国
鐵
構
工
業
協
会
・
米
森
昭
夫
会
長
を
来
賓
に
招

い
た
各
都
県
代
表
者
に
よ
る
支
部
会
と
、事
務
局
長
等
に
よ
る
事

務
局
長
会
議
に
分
か
れ
開
催
さ
れ
た
。支
部
会
で
は
、運
営
委
員

会
と
技
術
委
員
会
の
活
動
等
の
報
告
や
審
議
が
行
わ
れ
、事
務
局

長
会
議
で
は
、懸
案
と
な
っ
て
い
る
工
場
認
定
や
資
格
制
度
、公

共
工
事
の
受
注
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
と
協
議
が

行
わ
れ
、そ
の
後
支
部
会
に
合
流
し
、合
同
会
議
が
実
施
さ
れ
た
。

　合
同
会
議
後
は
、山
梨
県
鉄
構
溶
接
協
会
の
理
事
及
び
青
年
部

と
各
都
県
幹
部
と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、山
梨
県
の
青
年
部
が

主
体
と
な
っ
て
研
究
し
て
い
る
「
開
先
角
度
の
違
い
に
よ
る
溶
接

接
合
部
の
性
能
評
価
」
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
た
他
、協
会

の
あ
り
方
な
ど
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。青
年
部
が
発
表
し

た
研
究
は
、溶
接
接
合
部
に
つ
い
て
開
先
角
度
25
度
、30
度
、35
度

の
3
種
類
の
加
工
を
行
い
、そ
の
性
能
や
加
工
の
難
易
度
を
評
価

し
、将
来
的
に
標
準
仕
様
書
に
盛
り
込
む
ま
で
を
目
的
と
す
る
と

い
う
山
梨
県
独
自
の
取
り
組
み
で
あ
り
、本
年
度
の
日
本
建
築
学

会
で
も
公
表
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。

　受
注
単
価
の
低
迷
や
発
注
量
の
激
減
な
ど
業
界
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、会
議
・
交
流
会
・
懇
親
会
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
、

濃
密
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、非
常
に
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

　翌
日
は
、山
梨
県
の
事
務
局
が
企
画
し
た
観
光
コ
ー
ス
に
従
い
、

甲
府
市
中
心
の
甲
府
市
役
所
新
庁
舎
・

山
梨
県
防
災
新
館
・
甲
府
法
務
総
合
庁

舎
の
建
設
現
場
の
視
察
、県
立
美
術
館

の
ミ
レ
ー
常
設
展
の
拝
観
、米
倉
山
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
見
学
、最
後
に
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
の
見
学
と
食
事
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
観
光
要
所
を
巡
っ
た
。

お
土
産
の
ワ
イ
ン
と
共
に
山
梨
を
知
っ

て
頂
く
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
。

関
東
支
部
会
・
事
務
局
長
会
議
・

交
流
会
を
山
梨
で
開
催

一般社団法人  山梨県鉄構溶接協会T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会場内の展示風景

糸織り機の展示

関東支部会

懇親会で挨拶する中出会長
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　社
団
法
人
山
梨
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会（
石
原
行

彦
会
長
）は
、10
月
８
日

（
月
・
祝
）に
甲
斐
市
の

ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク
甲
斐
双

葉
駐
車
場
に
お
い
て
、

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
・
山

梨
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

２
」
を
開
催
し
た
。
　

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま

れ
、10
時
の
オ
ー
プ
ン

前
か
ら
会
場
は
来
場
者

で
あ
ふ
れ
、終
日
に
ぎ

わ
っ
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

「
ト
ラ
ッ
ク
は
生
活

（
く
ら
し
）と
経
済
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
て
全
国
的

に
展
開
さ
れ
る
「
10
・
９
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
の
取
組
と
し
て
、国
内
物
流
の

基
幹
産
業
で
あ
り
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
重
要
性
を

Ｐ
Ｒ
し
、業
界
と
し
て
の
輸
送
の
安
全
確
保
と
交
通
・
労
災
事
故
防
止
対

策
、環
境
保
全
へ
の
取
組
、緊
急
救
援
物
資
輸
送
体
制
の
整
備
促
進
、加
え

て
業
界
が
抱
え
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　会
場
で
は
、甲
斐
市
敷
島
吹
奏
楽
団
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、そ
の
後
は
、大
抽
選
会
や
今
話
題
の
ご
当
地
ア
イ

ド
ル
の
F
U
J
I 

S
A
K
U
R
A
塾
ラ
イ
ブ
や
サ
ク
ラ
イ
ザ
ー
シ
ョ
ー
な

ど
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、最
新
型
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
展
示
・
体
験

試
乗
の
ほ
か
、ト
ラ
ッ
ク
業
界

に
関
す
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
、一
日
中
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

　ま
た
、同
協
会
で
は
地
球
規

模
で
環
境
保
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
、誰
に
で
も
わ
か

り
や
す
い
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
に
係
る
環
境
標
語

を
募
集
し
、当
日
優
秀
者
に
賞

状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　今
年
度
の
最
優
秀
環
境
標

語
『
絆
と
心
を
荷
台
に
の
せ

て

　走
れ
！
ト
ラ
ッ
ク

　緑

の
道
を
』

　10月13日（土）、笛吹市「ウッドストックカントリークラブ」に
おいて、中小企業団体の親睦と交流を図るため、第43回中小企
業団体親睦ゴルフコンペを開催し、中央会会員をはじめとして
93名が参加した。
　参加者は新ペリア方式による団体戦、個人戦を行い、日頃のゴ

ルフの腕を競い、鋭気を
養っていた。
　ゴルフコンペ終了後、
参加者同士の交流も兼
ねた表彰式が開催され、
個人戦と団体戦の順位
賞の他、ニアピン、ドラ
コンなどの特別賞（個人
戦）の受賞者にそれぞれ
賞品が贈られた。

　団体戦では「一般社団法人山梨県鉄構溶接協会」が優勝を獲得
し、個人戦は「浜崎力氏（山梨県鉄構溶接協会）」が優勝となった。

　団体戦　 （敬称略）
　優　勝　　一般社団法人山梨県鉄構溶接協会
　準優勝　　山梨総合管財事業協同組合
　１　位　　都留食糧協同組合
　２　位　　山梨県食品工業団地協同組合
　３　位　　山梨県冷凍空調設備事業協同組合

　個人戦　
　優　勝　　浜崎　　力（一般社団法人山梨県鉄構溶接協会）
　準優勝　　田村　　昭（東京海上日動火災保険株式会社）
　１　位　　坂本　義博（山梨県食品工業団地協同組合）
　２　位　　清水　一彦（一般社団法人山梨県鉄構溶接協会）
　３　位　　井出　金夫（山梨県撚糸工業組合）
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多くの人でにぎわう会場

あいさつする石原会長

ナイスショット

団体戦「優勝」の（一社）山梨県鉄構溶接協会

　山梨県中小企業団体中央会は、10月29日（月）、ベルクラシック甲府におい
て、「第3回合同就職説明会」を開催した。
　この説明会は、新卒者（大学、短大及び専修学校等）と新卒者の採用を検討
している中小企業等の出会いの場を提供するために昨年度より開催されてお
り、今年度も、第1回目を6月、2回目を8月にそれぞれ開催し、今回が3回目と
なる。
　今年度の「合同就
職説明会」は、1、2回
目ともに64社の中小
企業が参加するなど、
昨年度をそれぞれ10
社以上も上回る参加
企業となったものの、
学生等の参加者は昨
年度とほぼ同数と
なった。
　しかし、第3回目と
なる今回は、参加企業が54社と昨年度の42社を大きく上回り、学生等の参加
者も266名と、昨年度を90名以上も上回った。
　また、山梨県中小企業団体中央会では、新卒者を中心とした求職者と中小
企業者とのマッチング支援のため、県内中小企業の魅力や採用情報等の周知
を目的とした「新卒者就職応援ガイドブック」への掲載支援及び中小企業や新
卒採用者の定着支援等を目的としたセミナー等も開催している。
　これらの支援は「新卒者就職応援企業ナビ」に登録済み企業が対象となるた
め、支援を希望する企業は以下の登録方法により登録下さい。

●企業ナビへの登録について●
　①掲載対象企業
　　新卒者等の採用予定があり、次のすべての項目を満たす企業。
　　山梨県内に事業所等（予定を含む）を有すること
　　山梨県内に就業場所があること
　　採用情報等の更新に協力いただけること。
　②費用
　　無料
　③登録方法
　　詳しくは山梨県中小企業団体中央会労働課までお問い合わせ下さい。
　　TEL:055-237-3215

　　新卒者就職応援企業ナビ（平成24年10月末現在で315社が登録）
URL▶http://www.pref.yamanashi.jp/rosei-koy/kigyo-
           navi/index.html

第3回合同就職説明会を開催第3回合同就職説明会を開催第3回合同就職説明会を開催
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　国土交通省観光庁では、平成23年7月より、オフ（休暇や勤務終了後の時間）をポジティブ
（前向き）にとらえ、ワーク・ライフ・バランスや休暇を楽しむ豊かなライフスタイルの実現に繋
げることを目的として「ポジティブ・オフ」運動を展開しています。
　この運動は、
　　■休暇を取得しやすい職場環境や雰囲気を整える
　　■外出・旅行などのオフの活動を通じた地域、経済、社会の活性化に取り組む
　　■家族との時間を楽しみ、自己啓発に取り組む
などを目指して、国土交通省観光庁、内閣府、厚生労働省、経済産業省が共同して提唱・推進し
ているものです。
　また、本運動は、運動の主旨に賛同する企業・団体の数が増加するとともに、それら各企業・
団体で様々な取組が行われることによって、日本人のライフスタイルを変える「ライフスタイ
ル・イノベーション」につなげていくことを目指しています。

　「ポジティブ・オフ」運動への概要や賛同登録はこちらから出来ます。
　URL▶http://www.mlit.go.jp/kankocho/positive-off/index.html

　厚生労働省は、職場のパワーハラスメントの予防・解決に向
けたポータルサイト「みんなでなくそう!職場のパワーハラスメ
ント あかるい職場応援団」を開設しました。
　これは、今年3月15日に「職場のいじめ・嫌がらせ問題に関す
る円卓会議」（座長：堀田力 さわやか福祉財団理事長）が発表し
た「職場のパワーハラスメントの予防・解決に向けた提言」をも
とに、予防・解決への社会的気運を醸成するための周知・広報
ツールの一つとして開設されたものです。
　ポータルサイトではパワーハラスメントの概念や、職場での
取り組みの必要性について説明されています。また、パワーハラ
スメント対策に取り組んでいる企業の紹介や、部下への厳しい
注意指導などが裁判ではどう扱われるかといった裁判例の解
説なども掲載されています。

　主なコンテンツ
●なぜ、今パワハラ対策?…職場のパワーハラスメント対策の理念を紹介
●職場のパワーハラスメントを理解する3つの基本…「概念と類型」「対策
の必要性」「予防と解決」の3つの観点から解説

●他の企業はどうしてる?…対策に取り組んでいる企業の取組例を紹介
（連載）
●裁判事例を見てみよう…関連する裁判例のポイント解説（連載）
●言い方ひとつで次が変わる会話術…職場で役立つコミュニケーション
スキルの一例の紹介（連載）

●数字で見るパワハラ事情…労働局への相談件数や労災補償の状況など
統計調査結果からパワハラの動向を紹介

　あかるい職場応援団URL
http://www.no-pawahara.mhlw.go.jp/

　厚生労働省は、長時間労働や、これに伴う問題の解消を図るため、11
月を「労働時間適正化キャンペーン」期間とし、使用者団体・労働組合へ
の協力要請、リーフレットの配布による周知啓発などの取組を集中的に
実施します。
　労働時間の現状は、依然として長時間労働の実態が見られ、改善が必
要な状況にあります。長時間労働を抑制し、労働者の健康を確保するた
めには、使用者のみならず、労働者や労働組合、産業保健スタッフなど、
すべての関係者の理解を得て、労使が一体となった取組が行われること
が重要です。
　このため厚生労働省では、本年度も11月に「労働時間適正化キャンペ
ーン」を実施し、長時間労働の抑制など労働時間の適正化に向け、労使の
主体的な取組を促すとともに、重点的な監督指導などを実施します。

　重点的に取組を行う事項　
　⑴時間外労働協定の適正化などによる時間外・休日労働の削減
　⑵長時間労働者への医師による面接指導など、健康管理に関する措
置の徹底

　⑶労働時間の適正な把握の徹底 

　また、厚生労働省ホームページ内に「労働時間適正化キャンペーン特
設ページ」を設置し、同ページ上の「労働時間等情報受付メール窓口」で、
職場の労働時間等に関する情報を受け付けます。

　労働時間適正化キャンペーン特設ページURL　
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/campaign.html

年初ご多用とは存じますが、ぜひ、組合員の皆様お

誘い合わせの上、多数の皆様がご参加くださいま

すよう、よろしくお願い申し上げます。

11月は
「労働時間適正化キャンペーン」期間です
11月は
「労働時間適正化キャンペーン」期間です

職場のパワーハラスメントの予防・解決に向けたポータルサイト

「ポジティブ・オフ」運動の展開「ポジティブ・オフ」運動の展開

「あかるい職場応援団」がオープンしました「あかるい職場応援団」がオープンしました

アピオ甲府
中巨摩郡昭和町西条3600

20132013

開催
日時

開催
場所

平成25年1月11日（金）
16：00～18：00

中小企業団体
新春交流会のご案内
中小企業団体
新春交流会のご案内

第16回第16回
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　京都大学の山中教授がノーベル医学・生理学
賞を受賞することが決まり、日本中がこの明るい
話題に沸きました。

　iＰＳ細胞の実用化に向けては、まだまだ課題が
山積していると思いますが、一日も早い再生医療
への応用が期待されます。

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで
TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216　E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

　山梨県中小企業団体中央会
は、10月18日（木）午後2時から
富士吉田市「ハイランドリゾート
ホテル&スパ」で、郡内地域の会
員組合の役職員・組合員企業、行
政関係者等約百名の参加をえ
て、「第16回郡内地域組合交流
会」を開催した。来賓として、堀
内浩将山梨県産業労働部次長、
堀内茂富士吉田市長、原田育生
山梨県富士工業技術センター所
長の3名が出席した。
　細田副会長のあいさつで開会
し、続いて内藤会長は、「郡内地
域は、国並びに地方自治体が中
心となり推し進めている富士山世界遺産登録に向け、大きく変化を遂げようとしている。時代の変化を
見極め、組合の強みである協調性を発揮し、次を見据えた活動を一枚岩となって展開していくことが肝
要である。私ども中央会も尽力を惜しみません。一致団結して頑張っていきましょう。」とあいさつを述
べた。
　研修会では、山梨大学大学院教育学研究科の齋藤康彦教授が「甲州財閥に学ぶ今後の経営　富士北
麓開発－地域産業を見直す－」をテーマに講演を行った。
　齋藤教授は、「横浜の馬車道周辺を描いた『神名川横濱新開港図』（1860年）には、三井呉服店（幕府と
もつながり、横浜の金融を一手に握っていた両替商）の向かいに、生糸、甲斐絹などの産物を外国へ販売

していた甲州屋忠右衛門と甲州屋五郎右衛門が出店し
ていた。その隣には、郡内地域の産物（甲斐絹等）を販売
していたと思われる郡内屋喜右衛門が出店していた。こ
こに、郡内地域の先見性が看て取れる。」と述べた。
　また、明治21年（1888年）の「府県別農産工産の構成
比」によると、山梨県の工業生産額は東京に次いで全国
2位であり、京都を上回っている。生糸と甲斐絹の生産
により、山梨県の経済力が高く、この財力を活かし、雨宮
敬次郎（横浜共同電気発起人）などの甲州財閥といわれ
る山梨県出身の財界人が電力を押さえた。明治40年
（1907年）に建設された東京電燈の「駒橋発電所」が高
電圧長距離送電の草分けとなった。
　大正時代には、県令本間利雄が富士北麓開発を推進

し、東京で財をなした甲州財閥などに呼びかけ、堀内良平が発起人代表となり、富士山麓電気鉄道株式
会社・富士山麓土地株式会社が誕生したが、まさに官民一体の観光開発会社であった。そして、昭和6年
には徳富蘇峰が堀内良平の招きにより山中湖村の別荘に住むようになり、この地を「旭が丘」と命名し、
著名人と交流しながら別荘地が形成されていった。
　富士山には、今後ますます多くの外国人が訪れると思
うが、景観が損なわれないよう看板がない観光地づくり
を例に、官・民・地元が一体となって、オンリーワンを目
指していく。先人が築いた遺産を活かしながら、その良
さを世界に発信していく必要がある、と結んだ。
　その後、勝俣副会長が座長となり意見交換会が行わ
れ、富士・東部建設業協同組合の佐藤和彦理事長、富士
吉田市環境事業協同組合の松浦真吾理事長、高山織物
協同組合の山川静男理事長、山梨県絹人繊織物工業組
合の渡辺教一事務局長より意見発表があった。
　最後に、勝俣副会長が成功裏に終了したお礼を述べ、
閉会した。

第16回郡内地域組合交流会を開催

三井生命保険株式会社 山梨支社

（引受会社保険会社）

〒400-0031　甲府市丸の内1-17-10　東武穴水ビル8階

退職金準備等をお考えの経営者の皆様に！

◎特定退職金共済制度…
　大企業並みの退職金制度が確立できます。

◎団体扱（オーナーズプラン）…
　月払い契約の場合、一般扱（口座振替扱月払等）で
　ご契約いただくよりも、保険料が割安になります。

TEL055-224-3152

お問い合わせ（オーナーズプラン）

山梨県中央会共済制度

三井−企−23−23

主催者あいさつを述べる内藤会長

研修会講師の齋藤康彦教授

研修会全景

山梨を支える企業とともに

山梨県信用保証協会
本　　　　店　　甲府市飯田2－2－1（山梨県中小企業会館）
　　　　　　　　TEL.055-235-9700　　FAX.055-232-0160
　　　　　　　　URL:http://cgc-yamanashi.or.jp/
　　　　　　　　E-mail:shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp

富士吉田支店　　富士吉田市下吉田2－31－14
　　　　　　　　TEL.0555-22-0992　　FAX.0555-22-0921

－ニュービジネス保証－
　事業の多角化、取扱品種の転換、業種の転換など、新たな事業分野に進出
するための資金を保証します。県内に事業所を有し、業歴3年以上の中小企
業者の方が対象となります。申込時、および融資実行後に協会職員および商
工会議所職員、商工会職員による面談調査・フォローアップを行います。
保証金額　　5,000万円以内
保証料率　　年0.30～1.75%（通常の保証料率から0.15%引下げ）
必要書類　　通常申込書類一式のほか、事業計画書、商工会等作成の診査書
取扱期間　　平成26年3月31日まで

－省エネルギー対策保証－
　効率的な事業を行うため、省エネルギー型設備、非化石エネルギー設備、
省エネルギー型照明設備、省エネ車を導入するための資金を保証します。
資金使途　　設備資金（土地・建物の取得は除きます。）
保証金額　　8,000万円以内
保証料率　　年0.35～1.8%（通常の保証料率から0.1%引下げ）
取扱期間　　平成26年3月31日まで

～新しい制度ができました。～～新しい制度ができました。～～新しい制度ができました。～


